
印画紙のドライダウン確認

① 適正露光時間から5～10％ずつ変化させたプリントを用意する

②乾燥した状態のプリント

③水に浸して引き上げた
（濡れた）部分

④ 乾燥部分と濡れた部分で、同等に見える露光
時間を探す

例： 乾燥部分の4.5秒と、濡れた部分の5秒が同等の場合
→ 濡れたプリントで判断した適正露光時間を10％減らす
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